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プログラム



各団のテーマ

ご 挨 拶

　　　　　　　　　　　　　　　　   清真学園高等学校・中学校　校長　飯山 克則
　清真の春を彩る伝統行事、体育祭の４月がまた、めぐってきました。今年の体育祭がも
つ意味はこれまでとは少し違う気がします。新型コロナ蔓延の影響に翻弄されたこの３年。
１年目は体育祭中止、２年目は無観客、そして昨年は条件付きの保護者観覧という措置を
余儀なくされました。学校としてはとても苦しい選択でしたし、そのことで、清真生全員
がとても悔しい思いをしたはずです。
　今年は久しぶりにコロナ前と同様の、ほぼフルスペックでの体育祭です。厳しかった３
年間、知恵を絞り必死の思いでバトンをつないでくれた先輩たちの思いに応えるために、全
員で最高の体育祭を創り上げて欲しいと思います。改めて、今までもそしてこれからも、い
つまでも清真は清真で在り続けることを証明するために、皆さんの最高のパフォーマンス
を期待しています。

◯駐車場のスペースが十分ではありませんので、公共交通機関のご利用、乗用車は相乗りでのご来校願います。
◯本校内は禁煙となっております。
ご理解ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

◆お願い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  第44回体育祭　実行委員長　真家　海図
　今年度の清真学園体育祭は、観覧制限を撤廃しコロナ禍以前の状況に戻ります。先輩方
が創り上げてきたものを継承しつつ、新競技の導入やルール変更など、新たな試みも多く
取り入れています。
　テーマは「HarmonioUS」。各団や各学年のハーモニーが集結し、調和の取れた・仲睦ま
じい体育祭となることにより、43回続いてきたこれまでの集大成、そして何十回、何百回
と続いていくこれからの模範となるような体育祭を目指します！
　ここ数年、私たちの理想は、誰にも抗うことができない現実を前に、マスクによってそ
れぞれの心のなかに隠されていたような気がします。しかし普通の生活が徐々に戻ってき
て、私たちが思い描いていた理想はすぐそこまできていると感じています。
　“青春を取り戻す”その第一歩となるのが第44回体育祭です。清真学園のハーモニーを
是非ご堪能ください！

＜ポスター・パンフレット表紙デザイン＞  高校３年  熊谷 綾子（Ｃ団）



生　徒 教　員

委員長 真家 海図 髙楠 康浩

副委員長 髙田 喬太 石橋　 藍 長谷川 智子

会　計 宮川 　久 酒井 結菜 瀧澤 信行

書　記 田代 夢嘉 満川 元美 法貴 孝哲 伊藤　 怜

総　務 髙田 翔瑚 円満堂 小絵 筒井　 遥 飯嶋 容子

渡邊 美咲 相沢 美優

照沼 海月 落合 瑠宇久

川口 颯大

第44回体育祭実行委員

生　徒 教　員

受付・接待 兒玉 陽輝
内田 真美 森岡 淳美

中村 円子

設備・整備 亦野 涼雅 和田 健一 中川 征夫

出発・審判 野﨑 文太 山口 由美

記録・掲示 石神 遙華 柄津 光宏 炭谷 崇人

招集・誘導 西谷 竜乃介 清宮　 望 中野 瑞貴

用　具 鈴木 勇志 髙木 翔吾 竹内 比呂志

警　備 秋武 大介 秋山 拓也 大石 光建

放　送 柴田 一希 佐久間 和彰

救　護 佐藤 るり 赤田 朋美 尾高　 萌

教員団統括 中野 裕治

各 団 員

役割分担

Ａ団（黄） Ｂ団（緑） Ｃ団（紫） Ｄ団（赤） Ｅ団（白） Ｆ団（青）

団　長 野口 颯真 宮本 義也 守部 拓人 溝口 陽貴 岡田 海世 小松原一馬

副団長
矢﨑 巧真 大川 諒真 黒﨑 誠史 釜形 翼 田代 嘉弥 蟬丸 凌太

小栁 咲楽 高瀬 菜誉 下河 夏実 白石菜々花 本田 千穂 篠塚 舞乃

応援団長 田村嘉一朗 羽生 純一 宮内　 剛 北澤 玄吉 柴 雄一朗 林　 大和

書　記 渡邊 美咲 増田菜々子 内田　 雫 根本 夢来 田代 夢嘉 前島 京佳

会　計 廣瀨　 廉 川上 綾菜 船越 大智 宮内 琉聖 石毛 真凪 和田健太郎

教員団長 押見 弘一 中島 敬介 髙木 翔吾 法貴 孝哲 伊藤　 怜 秋山 拓也


